
桜
蔭
俳
話
会 

四
月
句
会 

(

第
三
二
四
回) 

 

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
七
日
（
日
） 

会
場
・
旭
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ハ
ー
ト
） 

 

５
点
③
猫
の
恋
シ
ン
グ
ル
比
率
拡
大
す 

 
 
 
 

明
美 

３
点
①
酌
み
交
は
す
羅
漢
の
像
や
花
吹
雪 

 
 
 

友
子 

３
点 

目
標
に
遠
き
歩
数
や
山
笑
ふ 

 
 
 
 
 

弘
子 

３
点 

血
圧
の
平
穏
保
つ
眼
借
時 

 
 
 
 
 
 

秀
一 

３
点 

ぺ
ん
ぺ
ん
草
ど
こ
で
切
ら
う
か
立
話 

 
 

弘
子 

３
点 

パ
ス
ポ
ー
ト
更
新
迷
ふ
春
深
し 

 
 
 
 

ツ
ル
子 

２
点
②
パ
ソ
コ
ン
を
外
せ
し
虚
無
や
花
の
雨 

 
 

明
美 

２
点
①
大
仰
な
指
の
繃
帯
蛇
い
ち
ご 

 
 
 
 
 

秀
一 

２
点
①
花
冷
え
や
麻
酔
の
解
け
ぬ
親
知
ら
ず 

 
 

ツ
ル
子 

２
点
①
山
の
湯
の
丸
太
の
ま
く
ら
花
馬
酔
木 

 
 

ヤ
エ
子 

２
点 

墓
守
の
正
し
き
箒
目
立
夏
か
な 

 
 
 
 

才
美 

２
点 

朝
な
朝
な
丹
沢
連
峰
遠
霞 

 
 
 
 
 
 

弘
子 

２
点 

花
菖
蒲
女
ば
か
り
の
昼
会
席 

 
 
 
 
 

才
美 

１
点
①
久
に
出
で
五
臓
六
腑
の
緑
か
な 

 
 
 
 

ツ
ル
子 

１
点 

訝
し
む
ミ
ル
ク
の
鮮
度
花
の
闇 

 
 
 
 

明
美 

１
点 

十
薬
や
家
も
晩
年
根
が
緩
む 

 
 
 
 
 

幸 

１
点 

花
い
か
だ
雨
に
打
た
れ
て
沈
み
行
く 

 
 

真
壽 

１
点 

盛
り
な
る
一
重
山
吹
雨
の
な
か 

 
 
 
 

清
子 

１
点 

う
ら
ら
か
や
電
動
で
撞
く
時
の
鐘 

 
 
 

友
子 

１
点 

桜
蕊
ふ
る
初
め
て
の
気
付
き
か
な 

 
 
 

直
子 

１
点 

手
を
上
げ
て
渡
り
来
る
子
等
緑
さ
す 

 
 

清
子 

１
点 

花
満
開
学
校
跡
地
の
低
鉄
棒 

 
 
 
 
 

ヤ
エ
子 

１
点 

桜
散
り
牡
丹
桜
は
誰
を
待
つ 

 
 
 
 
 

直
子 

１
点 

落
椿
音
に
振
り
向
く
谷
戸
の
道 

 
 
 
 

幸 

１
点 

あ
さ
り
採
る
大
和
の
地
図
の
左
端 

 
 
 

明
美 

１
点 

春
筍
の
穂
先
小
道
へ
侵
入
す 

 
 
 
 
 

友
子 

１
点 

ふ
つ
く
ら
と
彩
り
淡
し
木
の
芽
山 

 
 
 

ヤ
エ
子 

１
点 

四
十
雀
の
規
則
正
し
き
声
の
し
て 

 
 
 

清
子 

１
点 

競
り
仕
舞
ふ
骨
董
市
や
若
葉
冷 
 
 
 
 

才
美 

   
 

※ 

日
の
暮
れ
て
緋
牡
丹
に
あ
る
重
さ
か
な 

 

守 

春
雨
に
相
合
傘
が
よ
く
似
合
ふ 

 
 
 
 

直
子 

列
を
な
し
城
の
桜
の
忙
し
な
く 

 
 
 
 

ツ
ル
子 

眠
気
ざ
す
微
か
な
香
り
芝
桜 

 
 
 
 
 

ヤ
エ
子 

若
葉
し
て
海
へ
吹
き
尽
く
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ 

才
美 

ぼ
う
た
ん
の
疵
ひ
と
つ
な
き
光
り
か
な 

 

守 

 
 

  
 

 

 

 

痛
む
歯
に
堪
へ
鶯
や
猫
の
声 

 
 
 
 
 

幸 

 

小
径
抜
け
な
ほ
う
ぐ
い
す
の
谷
渡
り 

 
 

弘
子 

 

寝
ぼ
け
聞
く
地
震
予
報
や
星
お
ぼ
ろ 

 
 

秀
一 

 

幾
年
の
父
の
笑
顔
や
山
椒
汁 

 
 
 
 
 

ツ
ル
子 

 

見
渡
せ
ば
視
界
す
べ
て
に
水
仙
花 

 
 
 

真
壽 

 

児
等
去
り
て
夕
日
に
残
る
踊
子
草 

 
 
 

才
美 

 

枕
辺
の
詩
集
き
ら
ら
か
夏
初
め 

 
 
 
 

守 

 

蟻
の
列
く
ず
す
朝
の
竹
ぼ
う
き 

 
 
 
 

弘
子 

 

お
も
ひ
き
り
水
面
に
伸
び
る
桜
ば
な 

 
 

真
壽 

 

こ
ん
な
に
も
鎌
倉
山
に
桜
あ
り 

 
 
 
 

友
子 

 

百
歳
の
母
の
こ
と
ば
や
春
炬
燵 

 
 
 
 

清
子 

 
春
の
よ
ひ
赤
い
満
月
絵
の
ご
と
く 

 
 
 

直
子 

 
パ
ソ
コ
ン
を
閉
ぢ
て
連
休
夏
初
め 

 
 
 

守 

 

車
椅
子
集
る
桜
吹
雪
か
な 

 
 
 
 
 
 

秀
一 

 

さ
は
や
か
に
つ
つ
じ
咲
き
し
も
肌
寒
し 

 

真
壽 

 

薔
薇
垣
の
木
の
眩
し
か
り
剪
定
後 

 
 
 

清
子 

 

沈
没
船
友
の
助
け
も
受
け
て
く
れ 

 
 
 

直
子 

 

行
く
春
や
緩
き
カ
ー
ブ
の
ハ
イ
ウ
エ
イ 

 

守 

 

花
の
夜
の
繋
が
ら
ざ
り
し
Ｇ 
ｍ
ａ
ｉ
ｌ 

 

明
美 

 

救
急
の
サ
イ
レ
ン
西
へ
よ
な
ぐ
も
り 

 
 

秀
一 

 

お
花
見
の
明
暗
別
け
る
雨
女 

 
 
 
 
 

真
壽 

 

桜
蕊
髪
へ
付
く
ま
ま
参
り
け
り 

 
 
 
 

友
子 

 

落
葉
松
の
芽
い
と
や
さ
し
指
に
触
れ 

 
 

ヤ
エ
子 

 
 
 

（
不
在
投
句 

古
野
明
美
、
原
田
清
子
） 

 
 ［

事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ
］ 

○
第
一
一
三
回
通
信
句
会
作
品
募
集 

 

春
に
属
す
る
季
語
を
用
い
た
三
句
。
締
め
切
り
は
五

月
十
日(

土)

。
同
封
の
葉
書
で
お
送
り
下
さ
い
。 

 

○
五
月
句
会
（
吟
行
と
な
り
ま
す
） 

・
期
日 

五
月
二
十
五
日(

日) 

・
場
所 

鎌
倉
東
慶
寺
、
浄
智
寺
方
面 

 

詳
細
は
、
同
封
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

○
六
月
句
会 

 

・
六
月
二
十
一
日
（
土
）
午
後
一
時 

 
 

 

・
場
所 

旭
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
相
鉄
線
二
俣
川 

駅
ラ
イ
フ
五
階
） 


